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ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
「
守
山

自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル　

ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
い
ち
お
し

イ
ベ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

一
般
対
象
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
、
小
雨
決
行
。

　

開
催
の
有
無
は
当
日
の
午
前

八
時
か
ら
、
名
古
屋
お
し
え
て

ダ
イ
ヤ
ル
＝
☎
０
５
２
（
９
５

３
）
７
５
８
４
＝
ま
た
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）
で
案
内
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
ス
ク
ー
ル

実
行
委
員
会
事
務
局
（
区
役
所

地
域
力
推
進

室
）
＝
☎
０
５

２
（
７
９
６
）
４

５
２
４
＝
へ
。

性
は
「
い
い
も
の
が
安
く
買
え

て
よ
か
っ
た
」
と
に
っ
こ
り
。

ま
た
、
出
店
施
設
職
員
の
小
池

征
司
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
か
ら
ご

厚
意
で
い
た
だ
い
た
リ
サ
イ
ク

ル
品
も
販
売
が
で
き
ず
、
困
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
催
し
は
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

◇
第

回
守
山
区
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
（
二
月
二

十
七
日
、
守
山
区
仮
設
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山

販
売
店
連
合
会
後
援

　

金
屋
フ
ァ
ミ
リ
ー
５
―
０
フ

ラ
ワ
ー
ズ
、
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ

２
―
１
オ

ー
ル
フ
レ

ン
ズ
〈
決

勝
〉
金
屋

フ
ァ
ミ
リ

ー
７
―
４

レ
モ
ン
テ

ィ
ー
ズ

が
主
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し

た
授
産
製
品
販
売
の
機
会
を
つ

く
っ
て
応
援
し
、
福
祉
へ
の
関

心
も
高
め
て
も
ら
お
う
と
今
回

初
め
て
開
い
た
も
の
。

　

区
内
障
が
い
者
福
祉
施
設
な

ど
十
一
の
団
体
が
出
店
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
、
区
ボ
ラ
連
の

田
代
京
美
会
長
が
「
『
福
祉
ま

つ
り
』
が
二
年
開
催
で
き
て
い

な
い
。
代
わ
り
の
小
さ
な
会
で

す
が
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

せ
っ
け
ん
や
ポ
ー
チ
、
ク
ッ

キ
ー
や
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
と
い

っ
た
手
作
り
品
が
所
狭
し
と
並

び
、
買
い
求
め
る
人
ら
は
じ
っ

く
り
品
定
め
。
「
か
わ
い
い
」

や
「
き
れ
い
」
な
ど
と
声
を
上

げ
、
出
店
者
と
の
や
り
取
り
を

楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

手
提
げ
の
紙
袋
を
品
物
で
い

っ
ぱ
い
に
し
て
い
た
七
十
代
女

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
作

っ
た
製
品
を
販
売
す
る
「
守
山

に
こ
に
こ
福
祉
マ
ル
シ
ェ
」
が

先
月
九
日
、
ア
ク
ロ
ス
小
幡
＝

小
幡
南
一
＝
を
会
場
に
し
て
催

さ
れ
、
約
三
百
人
の
来
場
者
が

買
い
物
を
楽
し
ん
だ
。

　

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
、
区
社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か

杵
を
振
る
う
こ
と
は
取
り
や

め
、
家
庭
用
大
型
餅
つ
き
機
三

台
を
使
う
方
法
に
変
更
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
作
業
台

の
上
で
広
げ
て
冷
ま
し
、
ひ
し

形
と
丸
形
の
型
枠
に
入
れ
て
成

型
。
丸
形
の
型
枠
は
大
き
な
ポ

リ
バ
ケ
ツ
を
加
工
・
流
用
し
た

も
の
で
、
感
染
症
対
策
と
し
て

昨
年
か
ら
使
用
し
て
い
る
。

　

同
会
に
よ
る
小
餅
奉
納
行
事

は
、
こ
と
し
で
三
年
目
と
な
っ

て
一
区
切
り
。
「
い
ろ
い
ろ
な

地
域
の
人
が
奉
賛
会
と
し
て
集

ま
っ
た
の
で
、
こ
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

事
務
局
。
ま
た
、
会
員
か
ら
は

「
続
け
て
ほ
し
い
」
の
声
も
上

が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

仕
事
に
つ
い
て
地
域
の
人
か

ら
学
ぶ
「
職
業
講
演
会
」
が
一

月
二
十
・
二
十
一
の
両
日
、
守

山
東
中
学
校
＝
小
幡
五
＝
で
開

か
れ
、
二
年
生
二
百
二
十
七
人

が
仕
事
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ

な
ど
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活

用
し
た
授
業
で
、
職
業
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
の
が

目
的
。
保
護
者
ら
「
お
や
じ

会
」
を
は
じ
め
地
域
の
人
が
協

力
し
、
医
師
や
Ｉ
Ｔ
技
術
者
、

介
護
福
祉
士
な
ど
十
九
の
職
種

の
人
た
ち
が
講
師
を
務
め
た
。

　

生
徒
た
ち
は
あ
ら
か
じ
め
、

話
を
聞
い
て
み
た
い
職
種
と
講

師
へ
の
質
問
を
書
い
た
用
紙
を

提
出
。
職
業
体
験
が
コ
ロ
ナ
禍

で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
二
日
間
に
四
回
の
講
演

を
聞
く
形
で
行
わ
れ
た
。

　

二
十
一
日
の
講
師
の
一
人
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
篠
田
か
ほ
る
さ
ん
は
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ト
レ
ー
ナ

ー
、
コ
ー
チ
と
い
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
職
業
の
種
類
や
違

い
を
紹
介
。
仕
事
に
就
く
た
め

に
必
要
な
学
歴
、
あ
っ
た
方
が

い
い
資
格
な
ど
も
説
明
し
た
。

　

ま
た
「
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ

る
。
体
を
つ
く
る
に
は
睡
眠
・

食
事
・
運
動
が
大
切
」
と
成
長

期
の
生
徒
ら
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

講
演
の
最
後
に
は
「
十
年
後
、

皆
さ
ん
の
指
導
で
鍛
え
て
も
ら

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

あ
ま
り
運
動
が
得
意
で
は
な

い
と
い
う
男
子
生
徒
は
「
話
を

聴
い
て
、
自
分
も
コ
ー
チ
と
か

に
な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

思
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
、
に

っ
こ
り
し
て
い
た
。

　

尾
張
大お

お

く

に

た

ま

國
霊
神
社
（
国
府

宮
）
＝
稲
沢
市
＝
の
「
国
府
宮

は
だ
か
祭
」
に
奉
納
す
る
鏡
餅

作
り
が
先
月
六
日
、
中
志
段
味

の
Ｊ
Ａ
な
ご
や
志
段
味
支
店
駐

車
場
で
行
わ
れ
、
名
古
屋
市
守

山
区
奉
賛
会
の
会
員
ら
約
二
百

人
が
参
加
し
た
。

　

同
会
は
二
〇
一
九
年
二
月
、

区
内
で
は
三
十
七
年
ぶ
り
と
な

る
大
鏡
餅
奉
納
を
実
施
。
そ
の

翌
年
か
ら
は
小こ

も

ち餅
・
お
礼
餅
と

呼
ば
れ
る
鏡
餅
の
奉
納
を
続
け

て
い
る
。

　

鏡
餅
作
り
は
時
折
雪
が
舞
う

中
、
祝
詞
奏
上
な
ど
の
神
事
か

ら
行
わ
れ
、
餅
つ
き
に
は
五
俵

（
三
百
㌔
）
の
も
ち
米
を
使

用
。
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら

（
守
山
小
四
年
）
②
岡
本
拓
真

（
大
森
小
六
年
）
③
中
島
祥

（
小
幡
小
五
年
）
③
黒
目
悠
生

（
守
山
小
五
年
）

ナ
シ
を
見
る
な
ど
、
い
つ
も
と

趣
の
異
な
る
お
花
見
を
楽
し
め

る
催
し
。

　

毎
回
好
評
「
ま
め
な
し
の
お

花
見
＆
観
察
会
」
が
四
月
五
日

（
火
）
午
前
十
時
―
正
午
ご

ろ
、
檀
ノ
浦
公
園
＝
御
膳
洞

＝
を
集
合
場
所
に
し
て
開
か

れ
る
。
参
加
無
料
、
午
前
九

時
半
―
受
け
付
け
、
先
着
三

十
人
。

　

「
蛭
池
の
マ
メ
ナ
シ
を
守

る
会
」
会
員
ら
が
案
内
し
、

雨
池
と
蛭
池
を
巡
り
な
が
ら

観
察
。
絶
滅
危
惧
種
で
、
桜

に
似
た
花
を
咲
か
せ
る
マ
メ

フ
を
使
っ
て
写
真
を
楽
し
ん
で

い
る
と
い
う
山
田
さ
ん
。

「
（
賞
に
）
選
ば
れ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
、
た
だ
た
だ

驚
き
で
す
」
と
感
想
を
話
し
、

目
を
細
め
て
い
た
。

　

区
内
の
小
学
生
ら
を
対
象
に

し
た
「
守
山
児
童
館　

こ
ど
も

将
棋
大
会
」
が
先
月
二
十
日
に

同
館
＝
小
幡
一
＝
で
開
か
れ
、

男
女
二
十
一
人
が
参
加
し
て
対

局
を
楽
し
ん
だ
。

　

一
昨
年
の
初
開
催
か
ら
二
回

目
で
、
将
棋
に
親
し
み
、
そ
の

礼
儀
や
マ
ナ
ー
も
学
ん
で
も
ら

う
の
が
狙
い
。
同
館
で
は
、
日

本
将
棋
連
盟
公
認
の
指
導
員
が

講
師
を
務
め
る
将
棋
ク
ラ
ブ
も

実
施
し
て
お
り
、
〝
藤
井
聡
太

ブ
ー
ム
〟
と
と
も
に
入
部
を
希

望
す
る
子
が
増
え
て
い
る
。

　

試
合
は
低
学
年
と
高
学
年
に

分
か
れ
て
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
行
わ
れ
、
一
局
二
十
五
分
。

時
間
内
に
決
着
が
つ
か
な
い
場

合
は
、
同
館
将
棋
ク
ラ
ブ
の
講

　

区
の
新
た
な
魅
力
を
掘
り
起

こ
し
、
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
で
四
回
目
。
本
年
度

は
、
守
山
区
を
彩
る
「
植
物
」

「
動
物
」
「
建
物
・
乗
り
物
」

「
風
景
」
の
四
つ
を
テ
ー
マ
に

作
品
を
募
集
し
た
。

　

応
募
作
品
七
十
二
点
の
中
か

ら
一
次
審
査
を
通
過
し
た
の
は

十
五
点
。
ま
た
さ
ら
に
昨
年
十

二
月
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
上
と

区
役
所
で
の
一

般
投
票
、
審
査

員
に
よ
る
投
票

が
実
施
さ
れ
、

入
賞
作
品
五
点

が
決
ま
っ
た
。

「
皆
さ
ん
の
思

い
入
れ
の
あ
る

写
真
ば
か
り
で

審
査
が
大
変
だ

っ
た
」
と
児
玉

透
区
長
。

　

最
優
秀
賞
・

山
田
さ
ん
の
作

品
は
、
集
め
た

落
ち
葉
を
投
げ

て
遊
ぶ
四
歳
の

長
男
と
二
歳
の

長
女
を
撮
影
し

た
一
枚
。
「
小

幡
緑
地
本
園
へ

出
掛
け
た
時
に

落
ち
葉
を
見
つ

け
た
の
で
、
子

ど
も
た
ち
が
遊

び
だ
す
の
を
待

っ
て
撮
っ
た
」

と
の
こ
と
。

　

一
年
ぐ
ら
い

前
か
ら
一
眼
レ

師
ら
審
判
が
対
局
の
状
況
を

見
て
勝
ち
負
け
を
決
め
た
。

　

会
場
に
は
駒
を
将
棋
盤
に

置
く
音
が
響
き
、
保
護
者
は

廊
下
か
ら
見
守
っ
て
応
援
。

負
け
て
悔
し
が
る
子
の
姿

や
、
審
判
か
ら
「
よ
く
頑
張

っ
た
ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け

ら
れ
て
笑
顔
を
見
せ
る
子
の

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）
。

　

▽
低
学
年
の
部
①
川
副
央
恭

（
二
城
小
三
年
）
②
太
田
瞬

（
白
沢
小
三
年
）
③
岡
野
生
吹

（
小
幡
小
二
年
）
③
鈴
木
祥
万

（
苗
代
小
一
年
）

　

▽
高
学
年
の
部
①
山
崎
清
登

　「守山区魅力写真コンテスト」の表彰式が先月日、守山区役所＝小

幡１＝講堂で行われ、最優秀賞に選ばれた山田結衣さんをはじめとした

入賞者へ表彰状が贈られた。※入賞者・作品の紹介部分は敬称略

　

▽
水
野
久
さ
ん
＝
上
志
段

味
山
の
田
＝
の
投
稿
写
真
①

　

う
ち
の
近
所
、
親
戚
の
畑

で
採
れ
た
ダ
イ
コ

ン
で
す
。
お
ひ
な

さ
ま
の
隣
に
鎮
座

で
き
そ
う
な
立
派
な
出
来
で

し
た
。
腰
に
は
太
刀
も
！

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

▽
梅
村
典
子
さ
ん
＝
金
屋

２
＝
の
投
稿
写
真
②

　

親
子
で
ぎ
ゅ
ー
・
ハ
グ
し

て
る
!?
―
。
母
の
家
庭
菜
園

で
変
わ
っ
た
形
の
ニ
ン
ジ
ン

が
採
れ
、
丁
寧
に
泥
を
洗
い

落
と
し
て
み
た
ら
…
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

「
え
っ
」
と
驚
い
た
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
写
真
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
ご
家
庭
や
守

山
区
内
で
の
出
来
事

な
ど
、
あ
な
た
が
と

ら
え
た
〝
身
近
な
ス

ク
ー
プ
〟
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

応
募
は
メ
ー
ル
、
ま
た
は

郵
送
で
。
メ
ー
ル
は
件
名
に

「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文
に

①
住
所
②
氏
名
（
匿
名
希
望

の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）
③

電
話
番
号
④
写
真
の
説
明
や

コ
メ
ン
ト
を
記
入
の
上
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝m-

homenews@gctv.ne.jp

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
は
写
真
（
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
、
別

紙
に
①
か
ら
④
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
６

５
、
廿
軒
家

の

、
守
山

ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
紙
上
写

真
展
」
係
へ
。

　

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２

１

魅力を発掘「守山区魅力写真コンテスト」

好
評「
ま
め
な
し
の
お
花
見
＆
観
察
会
」

こ
と
し
は
来
月
５
日
に
檀
ノ
浦
公
園
で

初
開
催「
守
山
に
こ
に
こ
福
祉
マ
ル
シ
ェ
」

授
産
製
品
販
売
応
援
し
福
祉
へ
の
関
心
高
め
て

「
守
山
児
童
館　

こ
ど
も
将
棋
大
会
」

〝
藤
井
聡
太
ブ
ー
ム
〟で
ク
ラ
ブ
も
人
気

「
国
府
宮
は
だ
か
祭
」の
鏡
餅
作
り

守
山
区
奉
賛
会
会
員
ら
２
０
０
人
余
が
参
加

守
山
東
中
学
校
で
職
業
講
演
会

地
域
の
人
か
ら
や
り
が
い
や
楽
し
さ
な
ど
学
ぶ

地
域
の
人
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
に
つ
い
て
伝
え
た
（
写
真
は
介

護
福
祉
士
の
河
内
美
保
さ
ん
）

つ
き
あ
が
っ
た
餅
を
広
げ

て
冷
ま
す
会
員
ら

お
買
い
物
で
応
援
―
に
ぎ
わ
っ
た

「
守
山
に
こ
に
こ
福
祉
マ
ル
シ
ェ
」

自生している数としては守山
区が日本一のマメナシの花

賞状を手に上位入賞者の皆さん

優勝した「金屋ファミリー」

山
田
さ
ん
（
左
）
へ
児
玉
区

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た

【
最
優
秀
賞
】
山
田
結
衣
「
落
ち
葉
遊
び
」

【
優
秀
賞
】
久
保
直
喜
「
マ
メ
ナ
シ
の
実
」

【
優
秀
賞
】
野
田
尚
喜
「
雨
上
が
り
の
夕
暮
れ
」

【区長賞】ＭＭ（ペンネーム）「春容」

【優秀賞】吉村裕司「夏の思い出」


